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労
働
力
調
査
は
、
国
民
の
就
業
・

不
就
業
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
か
ら
、
毎
月
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
「
就
業
者
数
」
や
「
完
全
失
業

者
率
」
な
ど
が
分
か
り
、
雇
用
失
業

対
策
や
景
気
判
断
な
ど
に
不
可
欠
な

資
料
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
、全
国
か
ら
一
部
の
地
域

（
約
４
万
世
帯
）を
選
定
し
て
行
わ
れ

ま
す
が
、平
成　

年
の
調
査
地
域
と

19

し
て
宇
城
市
の
一
部（
不
知
火
町
・
小

川
町
の
一
部
）が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
対
象
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ま
、調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
に
伴
い
、
市
で
は
労
働

力
調
査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

調
査
地
域
と
調
査
期
間

○ 
小
川
町
…
４
月
中
旬
〜
９
月
中

旬○
不
知
火
町
…
５
月
中
旬
〜　

月
中

10

旬
・
7
月
中
旬
〜　

月
中
旬

12

広
報
統
計
課

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
 

・
�問
 
　

広
報
統
計
課

�
３
２
―
１
１
１
１（
内
線
２
５
５
）

 　

子
ど
も
の
笑
顔
を
守
る
た
め
、
あ

な
た
の
お
住
ま
い
の
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け

る
「
子
ど
も
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

子
ど
も
が
好
き
な
人

募
集
期
間　

４
月
１
日
�
〜
平
成　
20

年
３
月　

日
�

31

※
応
募
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
第
１
期
会
員
は
２
月
末
で
締
め

切
り
ま
す
。

活
動
内
容　

児
童
・
生
徒
の
登
下
校

時
の
通
学
路
巡
回
な
ど
（
登
下
校
時

の
通
学
路
の
散
歩
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
あ
い
さ
つ
、
不
審
者
な
ど
の
情
報

提
供
な
ど
）

※
応
募
者
に
は
、
後
日
、
事
前
説
明

会
を
開
き
ま
す
。

�申
 

・
�問
 
　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

�
３
３
―
１
２
４
０

宇
城
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

子
ど
も
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 　

当
委
員
会
で
は
、
市
内
の
農
業
・

林
業
・
漁
業
・
商
工
業
な
ど
に
従
事

す
る
独
身
後
継
者
を
対
象
に
、
各
町

の
推
進
委
員
（　

人
）
が
相
談
を
受

20

け
た
り
、
少
人
数
で
独
身
男
女
の
交

流
会
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
結
婚
相

談
事
業
の
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
後
継
者
の
人
や
、
後
継
者

と
の
出
会
い
に
関
心
の
あ
る
人
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

�申
 

・
�問
 
　

事
務
局（
商
工
観
光
課
内
）

�
３
２
―
１
１
１
１

 　

平
成　

年
度（
平
成　

年
春
）の
か

19

20

ん
き
つ
類
の
改
植
に
当
た
り
、「
か
ん

き
つ
園
転
事
業
」の
補
助
事
業
が
あ

り
ま
す
。

　

後
日
、
説
明
会
と
申
請
手
続
き
を

行
い
ま
す
の
で
、
補
助
事
業
を
ご
希

市
後
継
者
結
婚
対
策
推
進
委
員
会

結
婚
相
談
事
業
の
登
録
者
募
集

宇
城
地
域
果
樹
産
地
協
議
会

か
ん
き
つ
農
家
の
皆
さ
ま
へ

望
の
人
は
左
記
窓
口
で
受
け
付
け
を

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

宇
城
地
域
に
在
住
の
農
業

者
で
、認
定
農
業
者
ま
た
は
共
販
組

織
に
加
入
し
て
い
る
人

対
象
園
地　

農
振
地
域（
農
用
地
）

受
付
期
限　

２
月　

日
�

28

受
付
窓
口　

Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
各
営
農

生
活
セ
ン
タ
ー
、各
市
町
農
政
窓
口

※
説
明
会
と
申
請
手
続
き
は
、受
け

付
け
を
済
ま
せ
た
人
に
後
日
、直
接

連
絡
し
ま
す
。

�問
 
　

Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
本
所
果
樹
特
産

課　

�
３
４
―
３
３
８
０

 　

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
更
新
・

新
規
登
録
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

３
月　

日
�
〜　

日
�

１２

２３

受
付
場
所　

土
木
部
下
水
道
課（
松

橋
町
東
松
崎
7
０
１
の
１
）

申
請
方
法　

下
水
道
課
に
備
え
付
け

の
申
請
用
紙（
添
付
書
類
を
含
む
）に

登
録
料
１
万
円
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

�申
 

・
�問
 
　

下
水
道
課

�
３
２
―
１
０
２
０

下
水
道
課

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

うう
きき
うう
きき
イイ
ンン
フフ
ォォ
メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン

　毎年１月26日は、「文化財防火デー」で

す。宇城消防署中分署がこの日に合わせて、

25日に松橋町曲野の曲野神社、26日に松

橋町久具の寄田神社で防火訓練を実施しま

した。署員８人がタンク車で出動、機敏な

動作でホースを延長、放水して本番さなが

らの訓練を終えました。空気が乾燥して火

災が発生しやすい時期です。皆さんくれぐ

れも火の元には注意しましょう。

文化財防火デーに防火訓練

寄
田
神
社
で
の
訓
練
の
様
子

5
UKI CITY
February

広報うき2007・2・15

 【
滞
納
家
賃
の
支
払
い
と
住
宅
明
け

渡
し
を
求
め
、　

人
を
法
的
措
置
】

14

　

市
営
住
宅
使
用
料
を
滞
納
さ
れ
て

い
る
人
に
対
し
て
は
、
昨
年
度　

人
30

に
対
し
て
法
的
措
置
を
行
い
、
住
宅

明
け
渡
し
の
判
決
が
出
た
人
が
３
人
、

調
停
（
分
割
納
入
の
和
解
）
が
成
立

し
た
人
が　

人
と
い
う
結
果
で
し
た
。

24

　

今
年
度
も
、
督
促
や
催
告
な
ど
の

納
入
指
導
に
応
じ
な
い
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
、
９
月
定
例
議
会
の
議
決

を
得
て
、
次
の
と
お
り
法
的
措
置
を

行
い
ま
す
。

提
訴
お
よ
び
調
停
申
し
立
て
の
期
日

平
成　

年　

月　

日
付
け

18

12

22

法
的
措
置
の
内
容
（
滞
納
額
等
は　
11

管
理
課
住
宅
係

市
営
住
宅
の
悪
質
滞
納
に
法
的
措
置

月　

日
時
点
）

15
○
提
訴
す
る
も
の
（
裁
判
に
よ
り
滞

納
家
賃
の
請
求
と
住
宅
明
渡
し
を
求

め
る
）
…
６
件

○
調
停
申
し
立
て
を
す
る
も
の
（
滞

納
家
賃
の
請
求
と
住
宅
明
け
渡
し
を

請
求
し
、
裁
判
官
と
調
停
員
を
仲
介

に
、
分
割
納
入
の
和
解
を
す
る
）
…

８
件

滞
納
家
賃
の
請
求
総
額

６
３
３
万
８
４
０
０
円
（
１
件
当
た

り　

万
２
７
４
２
円
）

45
※
今
後
も
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
強
い
姿
勢
で
法
的
措
置
に
臨
ん

で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
ま
で
に
法
的
措
置
を
受
け
た

人
で
、
明
け
渡
し
判
決
が
出
た
人
や

支
払
い
が
滞
っ
て
い
る
人
に
対
し
て

は
、
順
次
強
制
執
行
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

�問
 
　

管
理
課
住
宅
係

�
３
２
―
１
０
２
０

 　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

18

告
は
、
２
月　

日
�
か
ら
始
ま
り
ま

16

す
。
申
告
期
限
は
３
月　

日
�
で
す

15

が
、
期
限
間
近
に
な
る
と
申
告
書
記

載
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o.j

p

）の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
ご
利
用
に
な
る
と
簡
単
に

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

宇
土
税
務
署

申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

に
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
申

告
デ
ー
タ
はe-T

ax

（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て

送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
手
書
き
な
ど
に
よ
り
作
成

さ
れ
る
場
合
は
「
所
得
税
の
確
定
申

告
書
の
手
引
き
」
を
参
考
に
記
載
の

上
、
郵
送
な
ど
で
な
る
べ
く
早
く
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

ま
た
は
山
林
所
得
の
あ
る
白
色
申
告

者
の
人
は
、
確
定
申
告
書
に
「
収
支

内
訳
書
」
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
付
の
期

限
は
４
月
２
日
�
で
す
。

�問
 
　

宇
土
税
務
署

�
２
２
―
０
４
１
２

八
代
税
務
相
談
室

�
３
５
―
１
１
７
１

 　

当
協
議
会
で
は
、
介
護
予
防
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
従
事
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

従
事
場
所　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
か
ら
受
託
）

募
集
人
員　

パ
ー
ト
職
員
若
干
名

（
定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
終
了
）

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免
許

市
社
会
福
祉
協
議
会

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
募
集

を
有
す
る
人
で
、
次
の
ど
れ
か
に
該

当
す
る
人

○
介
護
支
援
専
門
員
資
格
（
平
成　
19

年
３
月
取
得
見
込
み
可
）を
有
す
る
人

○
看
護
師
の
経
験
が
あ
る
人

○
高
齢
者
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談

業
務
な
ど
に
３
年
以
上
従
事
し
た
社

会
福
祉
主
事

提
出
書
類　

履
歴
書
、
資
格
免
許
な

ど
の
コ
ピ
ー

※
詳
細
は
面
接
時
に
説
明
し
ま
す
。

�申
 

・
�問
 
　

市
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉

事
業
課
（
不
知
火
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
）

�
３
２
―
１
３
１
６

 　

一
般
吹
奏
楽
団
の
�
Ｕ
�
ウ
イ
ン

ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
第　

回
定
期
演

１６

奏
会
を
開
催
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月　

日
�
午
後
１
時　

分

11

30

開
場
、
２
時
開
演

場
所　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ

演
奏
曲
目　

バ
レ
エ
音
楽
「
四
季
」

よ
り
�
秋
�、
ス
パ
イ
大
作
戦
の

テ
ー
マ
、
火
の
国
旅
情　

な
ど

入
場
料　

無
料

�問
 
　

事
務
局
長
・
吉
永
武
士

�
０
９
０
―
１
８
７
０
―
２
５
７
０

�
Ｕ
�
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
あ
と
ふ
る
こ
ん
さ
あ
と

　日本で古くから伝わる小正月（１月15
日）に合わせて行う火祭りの行事です。正
月の門松やしめ飾り、書初めなどを持ち
寄って焼き、その火で焼いたもちを食べれ
ば年中の病を除くといわれています。市内
でも小学校のＰＴＡや子ども会などを中心
に各地で実施され、無病息災を願いました。

無病息災を祈って

市内各地で“どんどや”

１
月　

日
・
松
橋
町
豊
福
区

14

１
月　

日
・
豊
野
小
学
校

14




